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News of cover
毛勝児童センター

　2月13日に毛勝児童センターで行った、2～3歳児向けの
「にこにこクラブ」。
　マットなどを使っていろんな運動を親子で楽しみました。



問 国保年金課 ☎（584）11115（584）1141／健康課 ☎（501）11345（501）0051
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基本健診が特定健診に
日本全体の医療費の約1/3を占める心臓病や脳卒中などの生活習慣病。
内臓脂肪型肥満に加えて、
高血糖・高血圧・脂質異常のうち2つ以上に該当する「メタボリックシンドローム」の人が
生活習慣病になりやすいことが分かっています。
そこで、これまでの「基本健診」を「特定健診」に変え、
内臓脂肪に着目して健診を行い、それをもとに改善のための指導を進めていくことになりました。

20～39歳の人は・・・
これまで通りです。

75歳以上の人・・・
4 月に設立される「福岡県後期高齢者医
療広域連合」から健診案内が届きます。

特定健診の対象者は？
　40 ～ 74 歳のすべての人が対象です。健診の案内（特
定健診受診券）は、加入している医療保険者※から一人一
人個別に届きます。被扶養者についても同様です。

どう変わるの？
　これまでの基本健診の項目に、内蔵脂肪の蓄積を判定す
る腹囲測定や LDL（悪玉）コレステロールが追加されます。
その結果、メタボリックシンドローム該当者または予備群

と診断された人には、「特定保健指導利用券」を発行し、「特
定保健指導」を行います。
　なお、がん検診については、これまで通り、市民を対象
に市が行います。

特定保健指導とは・・・
　医師や保健師、管理栄養士など
の専門スタッフによって行われま
す。個々の健康状態やライフスタ
イルに合わせて指導し、今後の生活
習慣などの見直し・改善を促します。
　

※医療保険者
市町村国民健康保険や会社などの健康保険組合、共済組合、
政府管掌保険など

40～74歳の健康診査が
変わります !
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40～74歳の人

春日市国民
健康保険
に加入

春日市国民
健康保険以外

に加入

特定健診
受診

メタボリックシンドローム
該当者や予備群

市が実施

加入している医療保険者が実施

■特定健診の流れ

特定保健
指導
利用券

特定保健指導
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保
険
証
を
送
付
し
ま
す

　
被
保
険
者
に
は
、3
月
中
に「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」の
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

（
手
続
き
不
要
）。

　
4
月
1
日
以
降
、医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
に
は
、新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
な
ど
の
保
険
証
、老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、5
月
以
降
に
誕
生
日
を
迎
え
て
被

保
険
者
に
な
る
人
に
は
、被
保
険
者
に
な
る

月
の
前
月
に
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

原
則
と
し
て
、4
月
の
年
金
支
給
分
か

ら
、保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、被
用
者
保
険（
政
府
管
掌
保
険
、

組
合
管
掌
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
特
例
措

置
と
し
て
、9
月
ま
で
の
保
険
料
の
徴
収
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※　
平
成
20
年
1
月
1
日
以
降
に
、市
国
民

健
康
保
険
な
ど
か
ら
被
用
者
保
険
に
移

行
し
た
人
や
、そ
れ
以
前
に
移
行
し
た
人

で
も
平
成
19
年
12
月
28
日
時
点
で
保
険

移
行
の
旨
の
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
人

（
以
下
注
）は
、い
っ
た
ん
4
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
、後
日
還
付
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

４月からスタート  

後期高齢者医療制度
４月からスタート  

後期高齢者医療制度
対象者 75歳以上の人または一定の障害がある65歳以上の人
保険証 一人に1枚、新しい保険証を送付
保険料 被保険者全員が納付（原則として年金からの徴収）
負担割合 医療費の自己負担は1割（現役並み所得者は3割）
制度運営 福岡県後期高齢者医療広域連合（県内全市町村が加入）
市町村の役割 申請や届出の窓口業務、保険料徴収業務

　後期高齢者医療制度や保険料についての電
話やファックスでの問い合わせ窓口を、福岡県
後期高齢者医療広域連合に設置します。
設置期間　3月10 日㈪〜10月31日㈮（土・

日曜日、祝日を除く）
受付時間　午前8時30分〜午後5時30分
問い合わせ先　同連合コールセンター

1（651）3111　5（651）3901

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、年
金
額
な
ど
に

応
じ
て
大
き
く
2
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。

① 

年
金
額
が
18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

2
分
の
1
以
下
の
人

4
月
以
降
、年
金
支
給
期（
年
6
回
）に

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
7
月
〜
9
月
の
間
は
、
納
付
書
で

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

▽
被
用
者
保
険
の
被
用
者
本
人
だ
っ
た

人※　
上
記
注
の
人
は
、年
金
か
ら
の
天

引
き
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
人

▽
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
被
保
険

者
ま
た
は
世
帯
主
の
所
得
の
申
告
が

行
わ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

② 

①
以
外
の
人

7
月
以
降
、9
回
に
分
け
て
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

一
定
の
障
害
に
よ
る
老
人
保
健

加
入
者
は
選
択
で
き
ま
す

　
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
74
歳
以

下
の
人
で
、
現
在
、
老
人
保
健
の
適
用
を
受

け
て
い
る
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
、
同

制
度
の
被
保
険
者
に
な
ら
な
い
選
択
が
で

き
ま
す
。

　
選
択
に
よ
っ
て
、加
入
す
る
医
療
保
険
や

保
険
料
、一
部
負
担
の
割
合
が
異
な
り
ま
す

の
で
、被
保
険
者
と
な
ら
な
い
こ
と
を
選
択

す
る
場
合
で
、ま
だ
申
し
出
を
し
て
い
な
い

人
は
、早
め
に
市
国
保
年
金
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

コールセンターを設置

問い合わせ先
▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　1（651）3111　5（651）3120
▶市国保年金課医療担当
　1（584）1111　5（584）1141

■後期高齢者医療制度の主な概要
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「一
ち ょ っ と

寸ちゃんがゆく」
　昨年11月の「男女共同参画フェスタ」で好評を博した、市民参加ミュージ
カル「一寸ちゃんがゆく（短縮版）」を公演します。誰もが知っている昔話「一
寸法師」を新しい視点から描いた物語です。入場は無料です。
日時　3月8日㈯　午後1時15分～45分　（開場　午後1時～）
場所　ふれあい文化センターミニホール（大谷6‒24）
定員　50人（当日先着順）

問い合わせ先　人権女性政策課　1（584）1111　5（584）1153

男女共同参画ミュージカル

平成20年度分を交付します

福祉タクシー利用券
　市は、在宅の障害者で一定の要件を満たす人に、「福祉
タクシー利用券」を交付しています。
　平成20年度の利用券交付の受付を行いますので、希望
者は申請してください。
対象　次のいずれかに該当する人（施設などの入所者を
除く）

○身体障害者手帳を持っていて、次の等級に該当する人
▷視覚障害一級、二級
▷下肢または体幹機能障害一級、二級
▷心臓・じん臓・呼吸器・小腸・ぼうこう・直腸機能障害・

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害一級
○療育手帳Ａの人
○精神障害者保健福祉手帳一級の人
交付枚数　48枚
※　タクシー料金の初乗運賃の改定により、利用券１枚
の金額が、初乗運賃分（550円を限度）に変わります。
申請方法　3月10日㈪以降に、該当する手帳を持参して
申請する

申請・問い合わせ先　福祉支援課障害担当

1（584）1111　5（584）3090

ニュースポーツを体験しませんか

ニコニコすこやかレクリエーション
　ルールが簡単で、大人から子どもまで遊び感覚で楽し
めるレクリエーションです。地域の活動に生かしたい人
や、一人で参加したい人も歓迎します。
日時　3月9日㈰　午前10時～午後1時（予定）
場所  市民スポーツセンター体育館2階競技場（大谷6‒28）
実施種目
▷ファミリーバドミントン（通常より大人数でするバド
ミントン）
▷ペタンク（ボールを使ったカーリングのようなもの）

▷ドッジビー（柔らかいフリスビーを使ったドッジボール）
▷そのほかレクリエーション
※　運動ができる服装と上靴を持参してください。
申込方法　3月6日㈭までに、電話かファックスで住所、
氏名、年齢、電話番号を伝える

※　人数に余裕がある場合は、当日の申し込みでも参加
可能です。
申込・問い合わせ先　スポーツ課
　　1（571）3234　5（585）1634
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市民委員を募集
　市が設置する審議会の市民委員を募集します。いずれも年
1～3回程度会議を行います。
　なお、現在、市の付属機関の委員となっている人は、市民委
員となることはできません。
報酬　いずれも会議出席1回あたり6,500円
※　別途、交通費（1回2,500円）を支給します。

○春日市都市計画審議会委員
内容　都市計画（建築物の建て方などの土地利用規制、道
路や公園などの都市施設の建築や見直しなど）に関す
る調査・審議

対象　20歳以上の市民（平成20年4月1日現在）
　任期　6月1日～平成24年5月31日（4年間）
　募集人数　4人
応募方法　4月11日㈮（消印有効）までに、申込書と小論文
「こんな街に住みたい～春日市のまちづくりについて
～（1,200字程度）」を提出する（郵送可）

※　応募要領と申込書は、都市計画課（市役所3階）、いきい

きプラザ、ふれあい文化センターにあります。
　 なお、選考結果は応募者全員に通知します。
応募・問い合わせ先　都市計画課計画担当（〒816‒
8501春日市役所）

　　　1（584）1111　5（584）1143
○春日市ふれあい文化センター文化芸術審議会委員
内容　ふれあい文化センターで行う文化芸術事業
の推進に関する審議

対象　20歳以上の市民（平成20年5月1日現在）
任期　5月1日～平成22年4月30日（2年間）
募集人員　1人
応募方法　3月8日㈯～21日㈮（消印有効）に、申込
書と小論文「私の考える文化芸術事業（1,200
字程度）」を提出する（郵送可）

※　応募要領と申込書は、ふれあい文化センターに
あります。
応募・問い合わせ先　事業課（〒816‒0831大谷6‒
24ふれあい文化センター内）

　　　1（584）3366　5（501）1669

都市計画審議会／ふれあい文化センター文化芸術審議会

平成20年度はうぐいす色

国民健康保険証が変わります
　現在使用している春日市国民健康保険の保険証（桃色）の
使用有効期限は、3月31日までです。新しい保険証（うぐい
す色）は、3月中旬に発送します。届いたら、必ず記載内容を
確認してください。
　ただし、国保税の滞納がある人や遠隔地用保険証を持っ
ている人は、窓口で更新の手続きが必要となることがあり
ます。手続きの日程など、詳しくはハガキなどでお知らせし
ます（西出張所での手続き不可）。
○資格証明書の更新
　災害に遭うなどの特別の事情がないのに、1年以上国
保税を滞納している場合、保険証を返還してもらい、代わ
りに資格証明書を交付することになります。
　この資格証明書も3月31日までしか使えません。新し
い資格証明書も３月中旬に発送します。
※　資格証明書を提示して医療機関で受診したときは、
医療費全額（10割）を医療機関に支払い、その領収証を

市役所に持参して保険給付相当額の支給申請を
行ってください。
　　なお、国保税の納付が困難なときは、早めに相
談してください。

○後期高齢者医療制度加入者は・・・
　平成20年度から、75歳以上のすべての人（一定
の障害があり、認定を受けた65歳以上の人を含む）
は、福岡県後期高齢者広域連合が保険者となる後
期高齢者医療制度に加入するため、保険証は同連
合から市を通じて3月中に送付されます。
　それに伴い、平成20年度中に75歳に
なる人の市国民健康保険の保険証有効
期限は、75歳の誕生日の前日となりま
す。
問い合わせ先　国保年金課国保担当
　　1（584）1111　5（584）1141
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公益通報処理制度
　1月1日から、市職員の職務についての「公益通報処理
制度」の運用が始まりました。これは、市の職員や関係者、
市民などから、市職員の職務に関する法令違反などの事
実について、公益目的で市に通報があった場合、迅速な調
査や的確な処理を行い、適法で公正な市政運営を確保す
るためのものです。公益通報を行った人は、通報によって
不利益な取扱いを受けることがないよう配慮され、また、
その人に関する情報は、非公開となります。

問い合わせ先  総務課   1（584）1111  5（584）1145

市職員の職務について ●●●●●

子ども予防接種週間
　4月からの入園・入学に備え、接種
漏れを見直すよい時期です。定期の
予防接種で、まだ受けていないもの
がないか確認しましょう。
　また、この期間は土・日曜日や平日の夜間（午
後6時ごろ～8時ごろ）に接種できる医院もあり
ます。詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　健康課

 　1（501）1134　5（501）0051

3月1日～7日

春日大野城リサイクルプラザ

ごみ分別の徹底を
　ごみ分別の不徹底などが原因で、同プラザで事故や作
業の中断などが度々発生しています。危険ですので、ごみ
は、ごみ出しのルールを守って出してください。
○中身が入ったままのスプ
レー缶やライターによる
火災
　これらを原因とした火災
事故が発生すると、大けが
や死亡事故になりかねませ
ん。必ず中身を使い切って
から出してください。
○ペンキ缶の塗料流出による作業の中断
　作業が中断されるだけでなく、資源ごみに塗料が付

いてリサイクルできなくなることもあります。
　余ったペンキは、古新聞や古布などに染み込ませて、
「燃えるごみ」として出してください。
○「ペットボトル・白色トレ
イ」袋への異物の混入
　異物の分別に、大変な
手間と費用がかかってい
ます。タバコの吸い殻が
入ったペットボトル、発
泡スチロール、卵のパック、ナイロン袋、色付きトレイ
などは、「燃えるごみ」として出してください。
問い合わせ先　ごみ減量推進課

　　1（584）1111　5（584）1147

希
望
の
保
育
所
に
入
所・
転
所
で

き
ま
す
か
。

春
日
市
で
は
、保
育
所
の
入
所
希

望
者
が
と
て
も
多
い
た
め
、希
望

通
り
の
入
所
が
難
し
く
、相
当
な
期
間

待
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

入
所
に
関
し
て
は
、年
間
計
画
を
立

て
て
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、入
所

を
希
望
す
る
時
期
に
申
し
込
む
の
で
は

な
く
、早
い
時
期
に
申
し
込
み
を
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、年
度
途
中
の
転
所
は
、特
別
の

事
情
が
な
い
限
り
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。次

年
度
か
ら
の
入
所
申
込
の
際
に
、可
能

な
限
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

※　

現
在
、平
成
21
年
3
月
末
ま
で
の

入
所
申
込
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。入
所
の
予
定
が
あ
る
人
は
、早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
の
保
育
所
に
入
所・
転
所
で

春
日
市
で
は
、保
育
所
の
入
所
希

望
者
が
と
て
も
多
い
た
め
、希
望

通
り
の
入
所
が
難
し
く
、相
当
な
期
間

き
ま
す
か
。

春
日
市
で
は
、保
育
所
の
入
所
希

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
１
５
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　厚生年金保険料が給与から天引きされていたにもかかわ
らず、事業主から保険料の納付や資格などの届出がなされ
ていなかった人を救済する法律「厚生年金特例法」ができま
した。
　この法律により、年金記録確認第三者委員会によって事
業主が納付・届出をしていなかったと認められれば、年金記
録が訂正され、年金額に反映されます。
　また、事業主は、保険料の徴収権が時効となる２年を経過
した後でも保険料を納付できることになります。
　詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　
▷ねんきんダイヤル（市内通話料金）　1 0570（05）1165

※　携帯電話からの通話は可能です。IP電話やPHSか
らは、1 03（6700）1165にかけてください。

▷南福岡社会保険事務所　1（552）6112　5（541）7649

新法律ができま
した

福
岡
市
博
物
館 

「
イ
ン
カ
・
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
」展

　

神
秘
と
謎
に
満
ち
た
世
界
遺
産
の
宝

庫「
イ
ン
カ
・
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
」文
明
。

中
南
米
三
大
文
明
の
至
宝
２
１
９
点

（
う
ち
２
０
６
点
が
日
本
初
公
開
）が
一

堂
に
集
ま
り
ま
す
。

期
間　

３
月
25
日
㈫
〜
６
月
８
日
㈰

※　

５
月
５
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
と

５
月
７
日
㈬
は
休
館
日
で
す
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分（
入
館
は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所　

同
博
物
館（
福
岡
市
早
良
区
百も
も

道ち
は
ま浜
３
ー
１
ー
１
）

入
場
料　

▽
一
般　

１
，３
０
０
円

▽
高
校
生
・
大
学
生　

９
０
０
円

▽
中
学
生
以
下　

無
料

※　

前
売
券
は
、そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
円

引
き
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
展
事
務
局

1（
７
２
４
）２
８
４
３

5（
7
2
4
）2
8
4
4

○
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

同
展
の
招
待
券
を
、抽
選
で
10
組

20
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法　

３
月
10
日
㈪（
必
着
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に「
イ
ン

カ
・
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
展
招

待
券
希
望
」、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

※　

抽
選
結
果
は
、３
月
14
日
㈮
ま
で

に
、当
選
者
に
の
み
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
先　

市
報
か
す
が「
招
待
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
」係（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
２

「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」 

楽
し
く
遊
ぼ
う「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」

　

自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。申
し
込
み
不
要
で
、時
間
内
の

出
入
り
は
自
由
で
す
。

日
時　

３
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

大
谷
ふ
れ
あ
い
公
園（
大
谷
６

ー
24
）

内
容　

▽
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
て
雑
木
林
に
遊

具
を
作
る
。道
具
づ
く
り
も
伝
授（
講

師 

折お
り
い居
弘こ
う
じ滋
さ
ん
）

▽
布
ぞ
う
り
づ
く
り（
講
師 

古こ

が賀
照て
る
こ子

さ
ん
）

※　

縦
横
90
㎝
の
布
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
古
布
可
）。

▽
好
き
に
遊
ぶ（
草
ス
キ
ー
や
木
工
、陣

と
り
、ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
）

参
加
費　

無
料

※　

未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
に
冒
険
遊
び

場
を
つ
く
ろ
う
会　

吉よ
し
い井

1（
５
９
１
）２
２
６
２

5（
５
９
１
）２
２
９
１

春
日
市
温
水
プ
ー
ル 

各
種
教
室

○
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
教
室

対
象　

18
歳
以
上
の
人

日
程　

４
月
10
日
〜
５
月
29
日
の

毎
週
木
曜
日（
計
８
回
）

定
員　

30
人

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象　

水
が
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人

日
程　

４
月
11
日
〜
５
月
30
日
の

毎
週
金
曜
日（
計
８
回
）

定
員　

20
人

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

各
２
，０
０
０
円

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

３
月
16
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
、温
水
プ
ー
ル
水
泳
教

室
参
加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

温
水
プ
ー
ル
担
当

1（
９
１
５
）３
５
０
０

5（
５
８
５
）１
６
３
４

卓
球
部
員
募
集 

「
さ
ざ
ん
か
ク
ラ
ブ
」

　

健
康
の
た
め
に
、仲
良
く
楽
し
く
明

る
く
、卓
球
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

60
歳
以
上
の
初
心
者
男
女

練
習
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日（
祝
日
を

除
く
）

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
卓
球
場（
大
谷
６
ー
28
）

問
い
合
わ
せ
先　

土つ
ち
も
ち持

1（
５
７
４
）２
４
３
４（
5
兼
用
）

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば
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渡
わたなべ

辺 陽
ひ な た

太ちゃん（泉）
平成19年3月21日生

田
た

中
なか

 春
はる

香
か

ちゃん（宝町）
平成18年3月13日生

秀
ひでしま

島 蒼
そ ら

空ちゃん（小倉）
平成19年3月2日生

柴
しば

田
た

 彩
あや

音
と

ちゃん（下白水南）
平成18年3月15日生

春
日
市
テ
ニ
ス
協
会 

テ
ニ
ス（
硬
式
）初
心
者
教
室

　

男
性
65
歳
、女
性
60
歳
ま
で
の
テ
ニ

ス
未
経
験
の
市
民
が
対
象
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日　

４
月
２
日
〜
６
月
４
日
の
毎
週

水
曜
日（
計
10
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

若
葉
台
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト（
若
葉
台
西
３
ー
４
ー
１
）

定
員　

８
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
21
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先  

同
協
会  

福ふ
く
ま
る丸

1（
５
８
５
）９
１
６
８

春
日
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、気
軽
に
で
き
る

健
康
づ
く
り
で
す
。ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー

（
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し

く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈫ 

（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、前
日
は
睡
眠
を
十
分
に
と

り
、体
調
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

期
日
・
内
容

▽
３
月
14
日
㈮　

腰
痛
に
な
ら
な
い
た

め
の
介
護
方
法（
介
護
者
教
室
）

▽
３
月
28
日
㈮　

食
事
バ
ラ
ン
ス

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂 

（
須
玖
北
４
ー
５
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

心
の
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

心
の
病
気
や
障
害
に
悩
む
家 

族
、ま
た
は
関
心
が
あ
る
人

日
時　

３
月
22
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー（
太
宰
府
市
五ご
じ
ょ
う条
３
ー
１

ー
１
）

※　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

内
容　

▽
精
神
保
健
福
祉
フ
ェ
ア
▽
心

の
健
康
づ
く
り
講
演
会

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
19
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

1（
５
１
３
）５
５
８
５

5（
５
１
３
）５
５
９
８

ひ
だ
ま
り
の
会 

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
会「
ひ
だ
ま

り
の
会
」は
、現
在
、在
宅
や
施
設
で
介

護
を
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、日
帰

り
旅
行
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
13
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

行
き
先　

な
な
の
湯（
佐
賀
県
唐
津
市
）

集
合
場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円

申
込
方
法　

３
月
６
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

服は
っ
と
り部

1（
５
８
２
）５
７
９
８（
5
兼
用
）



池
いけざき

 勇
ゆうえい

瑛ちゃん（下白水北）
平成19年3月26日生

5月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
　対象は3歳まで、4月1日
㈫までの到着分の中から抽
選で決定します。

上
うえ

田
だ

 莉
り こ

子ちゃん（上白水）
平成18年3月26日生

樋
ひ

口
ぐち

 恵
けい

都
と

ちゃん（大和町）
平成17年3月25日生

菊
きく

池
ち

 慧
めぐ

美
み

ちゃん（春日公園）
平成19年3月22日生

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

す
く
す
く
育
児
相
談

　

身
長
・
体
重
の
測
定
や
離
乳
食
、育

児
、成
長
発
達
、予
防
接
種
な
ど
に
つ
い

て
、保
健
師
・
栄
養
士
・
保
育
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

▽
３
月
11
日
㈫　

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

　
（
大
土
居
１
ー
38
）

▽
３
月
25
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ　

　
（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
午
前
11

時
ま
で
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

貸
し
出
し
ま
す 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

運
転
免
許
証
記
載
の
住
所
が
春
日

市
、大
野
城
市
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
、

那
珂
川
町
の
人
を
対
象
に
、チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
９
月
22
日

㈪

申
込
方
法　

３
月
7
日
㈮
〜
21
日
㈮
の

平
日（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
）に
、自
動
車
運
転
免
許
証

と
印
鑑
、交
通
安
全
協
会
会
員

証
、ハ
ガ
キ
１
枚
を
持
参
し
て

窓
口
で
申
し
込
む

※　

交
通
安
全
協
会
会
員
を
優
先
し
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
交
通
安

全
協
会（
筑
紫
野
市
二ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南

４
ー
８
ー
33)

1（
９
２
４
）０
０
６
６

5（
９
２
４
）０
０
６
４

子
ど
も
一
時
預
か
り
事
業 

「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
」

　

子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
で
き
な
い
行
事

や
買
い
物
、通
院
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
際
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

福
祉
会
員
加
入
者
の
乳
幼
児 

（
満
６
カ
月
〜
就
学
前
）

日
時　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

料
金　

１
回
１
，０
０
０
円

定
員　

１
回
８
人（
申
込
先
着
順
）

※ 　

事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で

す
。な
お
、福
祉
会
員
は
、そ
の
場
で

加
入
で
き
ま
す（
年
会
費
１
，２
０
０

円
）。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課

1（
５
８
１
）７
２
２
５

5（
５
８
１
）７
２
５
８

利
用
し
て
く
だ
さ
い 

福
岡
魚
あ
ら
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

　

福
岡
魚ぎ
ょ
さ
い滓
処
理
対
策
協
議
会
に
加
盟

す
る
市
・
町（
福
岡
市
と
春
日
市
を
含

む
近
隣
市
町
）管
内
の
鮮
魚
店
や
ス
ー

パ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
た
魚
の
あ
ら
は
、

福
岡
市
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
飼
料
な

ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
店
舗
の
う
ち
、排
出
状
況

が
優
良
な
事
業
者
を「
魚
あ
ら
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
貢
献
す
る
事
業
所
」に
認
定

し
、認
定
店
に
は「
福
岡 

魚
あ
ら 

リ
サ

イ
ク
ル
推
進
店
」の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
市
水
産
加
工

公
社

1（
６
４
１
）５
９
６
９

5（
６
４
１
）５
９
７
０

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
の
や
き
も
の
作
り
で
、古

代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か
ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

４
月
12
日
㈯

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場 

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

３
月
12
日
㈬
〜
28
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間（
①
か
②
）を
伝

え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

K A S U G A         C I T Y�
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春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座

○
い
ろ
は
パ
ソ
コ
ン
教
室︵
第
1
回
書

式
・
パ
ソ
コ
ン
全
般
︶

対
象　

簡
単
な
文
字
入
力
が
で
き

る
人

日
時　

３
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，０
０
０
円（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

定
員　

５
人（
申
込
先
着
順
）

※　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、今
後
も
毎
月
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

○
マ
ジ
ッ
ク
教
室︵
身
近
な
物
を
使
っ

た
マ
ジ
ッ
ク
︶

日
時　

３
月
14
日
㈮
・
28
日
㈮（
内

容
は
異
な
る
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

各
１
，０
０
０
円（
グ
ッ

ズ
代
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

講
座
の
実
施
４
日
前（
必

着
）ま
で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
講

座
名
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先  

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー
０

８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級

受
験
対
策
講
習
会

　

色
彩
に
興
味
の
あ
る
人
や
検
定
試
験

を
受
験
す
る
人
に
、必
要
な
知
識
を
教

え
ま
す
。

日
程　

４
月
９
日
〜
６
月
４
日
の
毎
週

水
曜
日（
計
８
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
館（
伯
玄
町
２

ー
24
）

受
講
料　

２
万
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
・
問
題
集
費
な
ど
を
含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

番
号
を
伝
え
る

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、受
講
生
が
少
な
い
場
合
は

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1（
５
８
１
）３
５
５
７

5（
５
８
１
）３
５
５
８

春
日
市
国
際
交
流
協
会

親
子
英
会
話

　

英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ
る

講
座
で
す
。

対
象　

３
歳
〜
小
学
校
２
年
生
の
児
童

と
そ
の
保
護
者

日
程　

３
月
〜
８
月
の
第
２
・
４
土
曜

日（
計
12
回
）

時
間　

午
後
２
〜
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

受
講
料　

１
組
１
万
５
，０
０
０
円

※　

子
ど
も
の
追
加
の
場
合
は
、一
人

月
額
１
，０
０
０
円
加
算
で
す
。

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

※　

申
込
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
国
際

交
流
協
会　

田た
ぶ
ち渕

1（
５
９
６
）６
９
５
６（
5
兼
用
）

く
ら
し
と
働
き
方

高
齢
者
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
な
ど
が
対

象
で
す
。受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
14
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
れ
ふ
」10
階
講
堂（
福
岡

市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴

２
ー
５
ー
１
）

内
容　

▽
高
齢
者
の
就
業
状
況
▽
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
？
60
歳
以
後
の

く
ら
し

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

「
高
齢
者
就
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
受
講
希
望
」、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
福

祉
事
務
所

1（
７
３
５
）６
１
５
０

5（
７
１
２
）０
４
９
７

　春日市商工会は、市と連携して現在、市の特産品
を開発しています。
　市では、昭和48年、新幹線博多南駅の整備に先
立って発掘された「門田遺跡」で「どんぐりピット

（どんぐりの灰
あ く

汁抜き場・貯蔵庫）」が発見されて
います。また、どんぐりは弥生時代には主食として
食べられていたと言われています。
　そこで、弥生時代の「奴国」の中心として栄えた
春日市のイメージ向上と地域活性化のため、「どん
ぐり（マテバシイ）」を素材とした特産品の開発を
進めることになりました。
○試作品が完成

　市内の商工業者の皆さんの協力のもと、「どん
ぐり饅頭」や「どんぐり羊

ようかん

羹」などの試作品がで
きました。このほかにも現在、パンや味噌、うど
ん、焼酎などの製造を
お願いしています。
　今後、市民の皆さん
に、公民館や街頭など
で試飲・試食をして
もらい、感想・意
見 を 聞 い て い
きます。



春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署 

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
な
ど
を
身
に
つ
け
る
講
習
会（
筆

記
・
実
技
試
験
あ
り
）で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中
学

生
以
上
の
人

日
時　

４
月
13
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

1（
５
８
９
）０
１
１
９

　

5（
５
８
９
）０
０
９
９

▽
本
署
救
急
係

　

1（
５
８
４
）１
１
９
９

　

5（
５
８
４
）１
１
６
１

豊
か
な
自
然
と
そ
の
大
切
さ 

有
明
海
講
演
会

　

福
岡
都
市
圏
の
住
民
が
対
象
で
す
。

有
明
海
の
豊
か
な
自
然
と
そ
の
大
切
さ

を
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
８
日
㈯　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

天
神
ビ
ル
11
階
10
号
会
議
室 

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
ー
12

ー
１
）

内
容　

▽
有
明
海
の
歴
史
と
文
化
〜
日

本
の
文
化
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
〜
▽
有
明
海
の
ノ
リ
の
歴
史

と
お
い
し
さ

定
員　

１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
明
海

再
生
機
構
事
務
局

1
０
９
５
２（
２
６
）７
０
５
０（
5
兼
用
）

npo-ariake@
ceres.ocn.ne.jp

仕
事
と
子
育
て 

両
立
支
援
研
修
会

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
）に
つ
い
て
の
研
修
会
で

す
。受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
６
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー（
福
岡
市
博
多
区
吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町

９
ー
15
）

内
容　
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実

現
の『
壁
』〜
働
く
者
の
論
理
、

企
業
の
論
理
〜
」

講
師　

野の

だ田 

進す
す
むさ
ん（
九
州
大
学
法
科

大
学
院
長
・
教
授
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で 

「
仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
研

修
会
受
講
希
望
」、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
新
雇

用
開
発
課
雇
用
均
等
・
両
立
係

1（
６
４
３
）３
５
８
６

5（
６
４
３
）３
６
１
９

N
P
O
セ
ミ
ナ
ー 

〜
入
門
コ
ー
ス
〜

　

N
P
O
と
は
何
な
の
か
、制
度
や
動

向
、活
動
を
進
め
る
た
め
の
情
報
な
ど

を
学
び
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
23
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

那
珂
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー「
く
る
り
ん
ボ
」（
那

珂
川
町
西に
し
ぐ
ま隈
１
ー
１
ー
１
那
珂

川
町
役
場
第
２
別
館
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、所
属（
役
職
）、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
N
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1（
６
３
１
）４
４
１
１

5（
６
３
１
）４
４
１
３

｢屋根瓦が動いて危ない。近所で工事して
いるので、特別料金の１万円で工事しましょ
う｣と言われ、安かったので契約した。する
と、雨漏りして腐っているのでその工事もし
た方がいいと勧められ、よく検討もしないう
ちに契約してしまった。工事後、約100万円
の請求書を渡されたが、工事内容も疑わしく、金額も高い
ため支払えない。どうすればよいか。

　これは、｢点検商法｣の一種と考えられます。｢点検商法｣は、
無料点検や安価な料金で修理を持ちかけて家に上がり込み、
｢床下が腐っている｣｢白アリの被害がある｣などと不安をあお
り、別の修理などを契約させるものです。このような訪問販売
取引は、クーリング・オフで契約を解除することができます。
　今回の相談では、業者は毎回担当者が変わったり、キャン

ペーンと称して契約を急がせるなど、住人によ
く考える時間を与えない巧妙な手口で契約を
迫っていました。
　住宅の修繕や改良などの工事は、信頼できる
業者から見積りをとるなどして、十分納得した
上で契約しましょう。

屋根瓦の修理１万円だけのはずが・・・
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陶
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か 

「
春
日
高
陶
会
」

　

陶
芸
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
40
歳
〜
70
歳

く
ら
い
の
人

活
動
日
時　

月
に
５
日
程
度

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

活
動
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

作
陶
室（
大
谷
６
ー
24
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円（
別
途
、材

料
費
や
焼
成
費
が
必
要
）

定
員　

15
人（
作
陶
経
験
の
有
無
を
考

慮
し
て
選
考
）

申
込
方
法　

３
月
20
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号
、作

陶
経
験
の
有
無
を
書
い
て
送
る

※　

結
果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

初は
つ
し
ま島
廣ひ
ろ
い
ち一（
〒

816
ー
０
８
６
１
岡
本
５
ー
29
）

1（
５
９
１
）０
９
０
１

県
政
の
ア
ン
テ
ナ
役 

平
成
20
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
の
施
策
や
制
度
に
つ
い
て
意
見
を

聴
く
た
め
、県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

県
内
居
住
の
18
歳
以
上
の
人

※　

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、常
勤

の
公
務
員
、過
去
２
年
の
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
を
除
き
ま
す
。

任
期  

４
月
下
旬
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

※　

活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
期
限　

３
月
24
日
㈪（
消
印
有
効
）

※　

応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、応
募
ハ
ガ
キ
は
県
庁
や
県

総
合
庁
舎
、市
役
所
、ア
ク
ロ
ス
福
岡

文
化
観
光
情
報
ひ
ろ
ば
な
ど
に
置
い

て
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
広
聴
係

1（
６
４
３
）３
１
０
３

5（
６
４
３
）３
１
０
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

住
替
え
相
談
窓
口 

あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン
ク

　

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
世
帯
の
住
み

替
え
を
、総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
内
容　

▽
持
ち
家
を
活
用
し
た
住

替
え
相
談
▽
公
的
・
民
間
を
問
わ

ず
、住
替
え
先
情
報
の
提
供
▽
住

替
え
に
係
る
資
金
計
画
な
ど

相
談
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時
〜
午

後
5
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
あ
ん

し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

1（
7
2
5
）0
8
9
6

5（
７
１
５
）５
２
３
０

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局 

無
料
法
律
相
談

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

３
月
13
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
４
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

閲
覧
を
行
い
ま
す 

都
市
計
画
の
原
案

　

福
岡
都
市
計
画
区
域
の「
区
域
区
分
」

の
変
更
に
係
る
原
案
の
閲
覧
を
行
い
ま

す
。

変
更
す
る
土
地
の
区
域　

福
岡
市
元
岡

地
区
・
拾
六
町
地
区
・
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
地
区

※  

春
日
市
内
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
17
日
㈪ 

（
平
日
の
み
）

※　

閲
覧
期
間
中
、公
述
申
出
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所　

▽
春
日
市
都
市
計
画
課
▽

福
岡
市
都
市
計
画
課（
福
岡
市

中
央
区
天
神
１
ー
８
ー
１
）▽

県
都
市
計
画
課（
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
ー
7
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
市
都
市
計
画
課

1（
７
１
１
）４
３
８
８

5（
７
３
３
）５
５
９
０

手
続
き
が
必
要
で
す 

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除

　

中
古
車
販
売
業
者
な
ど
が
所
有
し
て

い
る
商
品
車
両
に
は
、軽
自
動
車
税
の

課
税
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、手
続
き

が
必
要
で
す
。

対
象
車
両　

古
物
商
の
許
可
を
受
け
た

販
売
業
者
な
ど
が
所
有
し
て
い

る
軽
自
動
車
な
ど
で
、軽
自
動

車
税
申
告
書
に
商
品
で
あ
る
旨

の
記
載
が
あ
る
も
の

受
付
期
間  

３
月
10
日
㈪
〜
４
月
10
日
㈭

※  

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

春
日
市
商
工
会 

裁
判
員
制
度
説
明
会

　

福
岡
地
方
検
察
庁
の
職
員
が
、「
裁
判

員
制
度
」に
つ
い
て
、ビ
デ
オ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
、分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

期
日　

３
月
21
日
㈮

時
間（
い
ず
れ
か
）

▽
午
後
２
時
〜
４
時

▽
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
館（
伯
玄
町
２

ー
24
）

申
込
方
法　

３
月
19
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

鳥
栖
筑
紫
野
道
路 

回
数
券
払
い
戻
し

　

昨
年
無
料
開
放
さ
れ
た
鳥
栖
筑
紫
野

道
路
の
未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻
し
期

限
は
3
月
末
で
す
。

　

ま
だ
払
い
戻
し
を
済
ま
せ
て
い
な
い

人
は
、期
限
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

払
戻
方
法　

3
月
31
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、払
戻
申
込
書
を
提
出
す
る 

（
郵
送
可
）

※　

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

払
戻
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
道
路

公
社（
〒
812
ー
0
0
4
6
福
岡

市
博
多
区
吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー
50
）

1（
6
4
1
）0
1
0
3

5（
6
4
1
）0
2
0
2

http://w
w

w
.fukuokakentochi-

douro.jp



農
業
用
の
た
め
池
が
多
く
造
ら
れ
ま

し
た
。小
さ
な
池
の
堤
防
は
、個
人
で

造
っ
て
い
た
の
で
、１
年
中
水
を
た
め

た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
水
が
堤
防
に

浸
み
込
み
、決
壊
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、田
の
水
が
不
要
に
な
っ

て
、し
か
も
空
気
が
乾
燥
す
る
秋
の
う

ち
に
、池
の
水
を
落
と
し
て
堤
防
を
乾

か
し
て
お
く
よ
う
に
と
い
う
教
え
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
た
め
池
の
中
で
も
白
水
大

池
は
、藩
政
時
代
、福
岡
藩
の
許
可
を

得
て
堤
防
改
修
の
大
工
事
が
行
わ
れ

た
ほ
ど
で
、今
で
も
近
隣
で
は
１
、２

を
争
う
広
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

春
日
町
時
代
に
そ
の
堤
防
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、芯
に
は
鋼
は
が
ね（
刃
金
）が

入
っ
て
い
ま
し
た（
九
州
大
学
調
査
）。

金
属
で
は
な
く
、粘
土
を
板
状
に
堤
防

の
中
に
詰
め
込
ん
で
池
の
水
が
堤
防

の
土
に
浸
潤
し
な
い
よ
う
に
す
る
、昔

か
ら
の
工
法
で
す
。

　

堤
防
の
決
壊
の
危
険
性
を
十
分
に

考
慮
し
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

「
土
用
の
土
い
じ
り
」

　
「
夏
の
土
用
」は
、立
秋
前
の
18
日
間

を
言
い
ま
す
。今
の
暦
で
は
、７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
田
畑
の
草
は
、

根
は
張
り
、草
の
量
も
多
く
な
り
ま

す
。ま
た
、早
い
も
の
は
種
子
が
落
ち

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、来
年
の
草
の
種

を
ま
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、夏
の
土
用
に
入
っ
て
田
畑

の
草
取
り
を
す
る
の
は
愚
の
骨
頂
。雑

草
と
の
対
決
は
、先
手
必
勝
が
何
よ
り

な
の
で
す
。

「
コ
ッ
ツ
ン
一
升
」

「
小
突
き
一
升
」

　

今
は
、米
や
豆
類
、小
麦
粉
も
す
べ

て
目
方
で
売
り
買
い
さ
れ
て
い
ま
す

が
、昔
は
、マ
ス
を
使
っ
て
容
量
で
取

引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

容
量
を
計
る
際
、
豆
類
は
、
マ
ス

の
中
で
粒
と
粒
の
間
に
す
き
間
が
で

き
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、豆
を
す

く
っ
た
と
き
に
、マ
ス
の
表
面
を
平
ら

に
せ
ず
山
状
に
少
し
盛
り
上
げ
た
状

態
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、一
斗
枡ま
す（

10
升

分
）で
計
る
と
き
、計
り
棒
で
コ
ツ
ン

と
ひ
と
小
突
き
す
る
と
、余
分
に
１
升

入
る
と
い
う
意
味
で
す
。し
か
し
、マ

ス
は
叩
か
な
い
の
が
、当
時
の
マ
ナ
ー

で
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田
善よ
し
ず
み積

農
事
の
こ
と
わ
ざ

「
秋
東こ

ち風
は
池
を
干
す
」

　

秋
の
東
風
は
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、

た
め
池
を
干
し
て
池
の
堤
防
を
乾
か

す
の
に
最
適
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

　

春
日
に
は
河
川
が
少
な
い
の
で
、

既
存
住
宅
に
も
義
務
付
け 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

現
在
、新
築
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置

が
、平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
既
存
住

宅
に
も
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

設
置
場
所　

▽
寝
室
▽
階
段（
寝
室
が

２
階
以
上
に
あ
る
場
合
）▽
台

所
な
ど

※　

寝
室
と
階
段
へ
の
設
置
は
義
務

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
や
価
格

現
在
、市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
に

は
、煙
に
反
応
す
る「
煙
式
」と
熱
に

反
応
す
る
タ
イ
プ「
熱
式
」が
あ
り
ま

す
。消
防
法
で
は
、「
煙
式
」の
も
の
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、台
所

に
は「
熱
式
」が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま

す
。ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

き
、個
人
で
も
簡
単
に
取
り
付
け
ら

れ
ま
す
。な
お
、価
格
は
メ
ー
カ
ー
や

種
類
、機
能
に
も
よ
り
ま
す
が
、１
個

５
，０
０
０
円
程
度
か
ら
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

※　

国
の
定
め
た
規
格
に
適
合
す

る
警
報
器
に
は
、「
Ｎ
Ｓ
」マ
ー
ク

が
付
い
て
い
ま

す
。
購
入
の
際 

は
、確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
悪
質
販
売
に
注
意

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
便
乗
し
た
悪
質
販
売
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

特
に
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

狙
っ
た
訪
問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
意

▽
市
や
消
防
署
、消
防
団
が
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽「
今
だ
け
」「
お
宅
だ
け
」「
す
ぐ
に
」 

な
ど
と
い
う
言
葉
に
だ
ま
さ
れ 

ず
、契
約
は
十
分
に
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

▽「
高
い
」と
思
っ
た
ら
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
、価
格
の
相
場
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

※　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
対
象
商
品（
個
人
の

み
）で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部
予

防
課
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　各児童センターでは、今年もお
まつりを行います。大道芸や人形
劇、フリーマーケット、ゲームや
ポップコーンの出店など、楽しい
企画が盛りだくさんです。
　ぜひ、親子や友達同士で遊びに
来てください。
問い合わせ先　各児童センター

3月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38

1日（土）
遊びの出前！児童センター  午前10時30分〜正午
場所：春日野小多目的ホール
かんたん工作（ひな人形作り）　午後2時〜3時

2日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上

5日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午 道場やぶり　午後2時〜3時 今日のおはなしなーに？　午後2時〜2時30分

道場やぶり　午後3時〜4時

9日（日） 楽しいクッキング（お好み焼きパーティ）
午前10時30分〜正午、12人、100円　申

かんたんクッキング（いちご大福）
午前10時30分〜正午、12人、150円　申

11日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

12日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

15日（土）
ドッジボール大会　午後2時〜3時30分 ピカピカクッキング（手巻き寿司）

午前10時30分〜正午、10人、150円　申  
※米を1合持参

作って遊ぼう！（牛乳パックパチンコ）
午後4時〜5時、15人

19日（水）

屋上DEあそぼ　午後4時〜5時 卒業おめでとうパーティー！  小・中・高校卒業生
①作って食べよう！メモリアルスイーツ　
　午前10時30分〜正午、15人、150円　申
②スポーツ伝説　午後2時〜3時30分

21日（金） おはなし広場　午前11時〜11時30分

22日（土） 白黒つけるぜ！オセロ大会  午後1時30分〜3時

25日（火）

おいでよ♪赤ちゃん（0〜1歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザ

毛勝フェスタ（雨天時は27日に延期）
①幼児向け（フリーマーケット・ゲーム・お
はなし会）　午前10時30分〜12時30分、チ 
　ケット：1枚100円、10時から販売（250枚）　
　※フリーマーケット出店申込は16日まで
②小学生向け（むかし遊び・ゲーム・おはなし 
　会）　午後1時〜3時30分、チケット：1枚150
　円、1時から販売（150枚）
③ふれあい動物園　午前10時〜正午、午後1時
　〜4時

26日（水）

須玖児童センターまつり　午後1時〜4時30分
大道芸、出店（ポップコーン・ゲームなど）、工作
コーナー※チケット（出店用・1枚100円）は午
前10時から販売（300枚）

28日（金）

光町児童センターまつり　午後2時20分〜4時
50分　大道芸、「劇団やじろべえ」出店（ポップ
コーン・ゲームなど）※チケット（出店用）は午
後1時50分から販売

桜の下でお弁当！　正午〜午後1時
※弁当持参

30日（日）

卒業おめでとう会　午後4時〜6時
小・中・高校の卒業生
トワイライトゾーン　
午後5時〜6時、中学生以上

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：12日㈬、光町：7日㈮、14日㈮、毛勝：7日㈮、14日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 光町：11日㈫、毛勝：11日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（2〜3歳児向け）

須玖：5日㈬・6日㈭・7日㈮
光町：5日㈬・6日㈭・12日㈬・13日㈭
毛勝：5日㈬・6日㈭・12日㈬

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ 申は申し込みが必要な行事です。3月1日㈯午前10時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申し込み）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 3日、10日、17日、18日、20日、24日、31日

毎年恒例 おまつりにおいで！



＜広告欄＞

市の人口　 1/31 現在

◎総人口  109,489人
（前月比  +48）

女 　55,970人

男　 53,519人

◎世帯数  43,574世帯

◎増     ●転入        376人

●出生          92人

●その他増      6人

◎減     ●転出        373人

●死亡          50人

●その他減      3人

法律／犯罪被害／交通事故／土地・建物／国の業務／消費生活　相談窓口
■法律相談
市無料法律相談
☎（584）1111  5（584）1142
第3水曜日／受付 8時30分〜 
8時50分／定員15人（9時から
抽選）／市役所2階市民相談室

春日市商工会無料法律相談
☎（581）1407  5（575）0702
第1水曜日／受付8時30分〜

（相談は13時〜15時）／先着
6人／同商工会

県無料法律相談 ☎（643）3333
毎週金曜日／13時〜16時／
先着6人（要電話予約）／県庁
県民相談室

有料法律相談 ☎（741）3208
月〜金曜日10時〜19時／土・
日曜日、祝日10時〜13時／ 1
人30分程度で5,250円／要電
話予約／天神弁護士センター

■犯罪被害相談
犯罪被害者電話相談
☎（738）8363／毎週火曜日／
16時〜19時／天神弁護士セ
ンター

■交通事故相談
県交通事故相談☎（622）0403
月〜金曜日／9時〜17時／県
庁交通事故相談所

交通事故被害者電話相談
☎（741）2270／月〜金曜日／
13時〜16時／県交通事故被
害者サポートセンター

■土地・建物の相談
不動産相談 ☎（643）3333
毎月第1・3木曜日／13時〜
16時／要電話予約／県庁県民
相談室

住宅相談 ☎（725）0876
月〜金 曜 日／10時 〜17時／
住宅情報プラザ福岡（県建築
住宅センター内）

■国の業務に関する相談
定例行政相談　
☎（584）1111 5（584）1142
第4火 曜 日 ／10時 〜15時／
市役所2階市民相談室

■消費生活相談
市消費生活相談
☎（584）1111 5（584）1153
毎週月・水・金曜日（祝日を除
く）／10時〜15時／市役所2
階市民相談室

県消費生活相談☎（632）0999
月〜金曜日／9時〜17時／消
費生活センター
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問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121 5（593）7380

龍神池

　先日、父と妹とカ
キを食べに行って

きました。無類の「カキ好き」な私。 炭火
で焼いた、プリップリのカキやサザエやイ
カなど海の幸を存分に堪能しました。
　そして、48時間後・・・吐き気におう吐・・
・。妹から「私も父さんも何だか体調悪い
んだけど・・・」とメール。なんと家族でノロ
ウイルスに感染していました！
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食
中毒は、特に冬季に流行。口から体内にウ
イルスが入ることで感染します。今回はお
そらく、喜び勇みすぎて、そして「新鮮」と
過信しすぎて、ウイルスの付いたカキにし
っかり火を通さず食べてしまったのが原
因と思われます。
　この一件で、カキが嫌いに？全然！！こ
れに懲りず、カキや旬の食材に食らいつ
きたいと思います。ただし、油断は禁物。し
っかり健康のことも考えたいと思います。
職場の皆さんご迷惑おかけしました。   川

　春日原には、農業用のため池が３つあり、「三つ池」と呼ばれていました。こ
れらの池は、現在の博多区にある村の利水の要でした。大正・昭和期に行われ
た開発により、三つ池のうちの２つの池が全部、そしてもう一つの池が一部埋め
立てられました。一部残っているため池が「龍神池」です。池のそばには、桜の
木が植えられており、春には道行く人々の目を楽しませてくれます。

　家庭の生ごみをダンボールコンポストでたい肥化し、
それを使って三潴郡大木町の田んぼでもち米を作りま
す。米作りを通して、食の循環や大木町の自然などを体
験しませんか。
対象　市内に居住し、ダンボールコンポストに取り組ん
でいる人

※　ダンボールコンポストに取り組んでいない人でも、
講習会を受講すれば参加できます。
場所　三潴郡大木町大

おおずみにし

角西地区
※　土作り、田植え、稲刈りの時以外は、現地集合です。
参加費　一人500円（別途実費がかかる場合あり）
定員　40人程度（申込先着順）
申込方法　3月31日㈪までに、電話かファックス、Eメー
ルで住所、氏名、電話番号を伝える

申込・問い合わせ先
ごみ減量推進課
☎（584）1111
5（584）1147

□gomigen@city.kasuga.
　fukuoka.jp

ルで住所、氏名、電話番号を伝える

6月下旬：田植え

4月上旬：土作り

7月：草取り（3回）
8月中旬：追肥・害虫駆除

11月上旬：脱穀・もみ摺り

10月下旬：　稲刈り

12月上旬：
収穫祭
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